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7月 21日(土）  イベント  晴れ 41名＋64名 

 夏休み初日。猛烈に暑い日になったが「夏だ！

休みだ！里山で遊ぼう！①」が予定通り実施され

る。水分補給はもちろんのこと、笛の合図を定時

ごとに行うなど、機会があるごとに体調管理を訴

える。また終了予定時刻を大幅に繰り上げ、13時

半過ぎにはすべてのプログラムを終える。午前中

の飯ごう炊さんによるカレーライス作り、そして

午後の昆虫

採集・水生生

物調査、遊び

の森での里

山遊びなど

も大きな事

故もケガも

なく無事終了。

京都大学の徳地先生が来訪。当会の生の活動を視

察していただく。 

 

7月 26日(木）   活動  晴れ  61名＋1名     

 酷暑日が続く。人も木も草も例外なく暑さと水

不足で音を上げ、へとへとだ。この暑さはいつま

で続くのだろう。打ち合わせでは先週実施のイベ

ントの協力や参加お礼の他、救命講習会延期が連

絡される。次回は 9 月上旬実施予定。会員家族 1

名来訪。里山Gは枯死木処理やシイタケ榾木の遮

光ネット張り、エコGは野菜の追い肥入れや水田

の水入れ、そして景観Gは実りの森の草刈りを行

う。ビオ班は

池の整備、花

班はミョウ

ガの剪定・収

穫、またパト

Gは観察路の

倒木処理と 1

コースのパトロールを行う。その他、果樹班は梅

の剪定に汗を流す。 

 

 8月 2日(木）   活動    晴れ 73名 

昼食で流しそうめんを楽しむ。里山Gの協力で

テントの中にそうめん用の竹の樋が通され、参加

者は一時の涼

を味わう。し

かしいつまで

この暑さは続

くのだろう。

打ち合わせで

はアダプトプ

ログラム実施

の件や熱中症対策、その他助成金の見通しなどに

ついての連絡がある。里山Gは流しソーメン準備

や倒木処理、エコGはカボチャやスイカ畑の処理

を中心に、景観Gは畑の周りの草刈りや実りの森

のソバ畑の石拾いを行う。その他、ビオ班は池の

整備、花班はアジサイ畑の整理と東畑の寒冷紗掛

け、そしてパトGは 2コースパトロールと観察路

のチエックに回る。 

 

8月 9日(木）  活動   曇り 74名＋5名 

猛暑日が続く中での真夏日。それでも涼しさが

感じられる。しかし明日からはまた酷暑がぶり返

すとか。ならやまの木も野菜もそして人も水不足

と暑さでぐったり。エコGでは当番を決めて水や

りを実施することとなる。県から 1名、シニア生

1名、そして近大生 2名来訪。里山Gは水路補修

と台風被害木の整理・処理、エコGは野菜の種ま

きや苗の植え付け、そして景観Gは実りの森の草

刈りとソバ畑

の種まき準備

を行う。また

ビオ班は水生

生物調査、花

班はヤマボウ

シ周辺の整

備、またパトGは倒木の処理や赤岳周辺のロープ

張りと草刈りを主に行う。 


